
(57)【要約】

サスペンションリンクとして使用するコントロールアー

ムは、２つの類似する部材を有する。各部材は、略Ｗ字

形の断面及び円形の端板を有する。各端板は、圧縮可能

な部材を含むブッシュにより相互に結合する。通常負荷

時、このブッシュの設置により、２つの部材が離間した

状態に維持される。これにより、各部材は、長手方向の

力を受けたときに曲がることが可能となる。横方向の力

が生ずると、２つの部材は、相手の部材に向かって変位

し、最終的に当接する。この当接は、コントロールアー

ムの強度を大幅に増大することになり、座屈することな

く過酷な横方向の力に耐えることを可能とする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 細 長 い 部 位 を 介 し て 有 し た 第 １ の 部 材 と 、
第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 細 長 い 部 位 を 介 し て 有 し た 第 ２ の 部 材 と を 含 む 、 サ ス ペ ン シ
ョ ン シ ス テ ム 用 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム で あ っ て 、
上 記 第 １ の 部 材 と 上 記 第 ２ の 部 材 と の 間 に 間 隙 が 発 達 し 維 持 さ れ る よ う に 、 上 記 第 １ の 部
材 の 第 １ の 端 部 は 、 上 記 第 ２ の 部 材 の 第 １ の 端 部 に 結 合 可 能 で あ り 、 且 つ 、 上 記 第 １ の 部
材 の 第 ２ の 端 部 は 、 上 記 第 ２ の 部 材 の 第 ２ の 端 部 に 結 合 可 能 で あ り 、
上 記 第 １ の 部 材 及 び 上 記 第 ２ の 部 材 を 相 互 に 向 か っ て 曲 げ る ほ ど の 力 が 、 横 方 向 に 負 荷 さ
れ て い る 間 の み 、 上 記 第 １ の 部 材 が 、 上 記 第 ２ の 部 材 に 当 接 し 、 発 達 し た 間 隙 を な く す こ
と が で き 、
力 が 除 去 さ れ た と き に 、 上 記 第 １ の 部 材 及 び 上 記 第 ２ の 部 材 が 、 上 記 第 １ の 部 材 及 び 上 記
第 ２ の 部 材 の 弾 性 に 起 因 し て 、 相 互 か ら 離 れ る 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 第 １ の 部 材 と 上 記 第 ２ の 部 材 と の 間 の 結 合 手 段 が 、 ブ ッ シ ュ で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の
コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ブ ッ シ ュ が 、
上 記 第 １ の 部 材 の 上 記 第 １ の 端 部 に 設 け ら れ 、 第 １ の 圧 縮 可 能 な 部 材 を 包 囲 す る 第 １ の 内
側 の 管 状 の シ ェ ル と 、
上 記 第 １ の 部 材 の 上 記 第 ２ の 端 部 に 設 け ら れ 、 第 ２ の 圧 縮 可 能 な 部 材 を 包 囲 す る 第 ２ の 内
側 の 管 状 の シ ェ ル と 、
上 記 第 ２ の 部 材 の 上 記 第 １ の 端 部 に 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 内 側 の 管 状 の シ ェ ル を 包 囲 す る
第 １ の 外 側 の 管 状 の シ ェ ル と 、
上 記 第 ２ の 部 材 の 上 記 第 ２ の 端 部 に 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 内 側 の 管 状 の シ ェ ル を 包 囲 す る
第 ２ の 外 側 の 管 状 の シ ェ ル と を 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 第 １ の 部 材 及 び 上 記 第 ２ の 部 材 の そ れ ぞ れ が 、 上 記 細 長 い 部 位 に わ た り Ｗ 字 形 の 断 面
を 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 Ｗ 字 形 の 断 面 は 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 の そ れ ぞ れ に お い て 、 第 １ の エ ッ ジ 、 第 ２
の エ ッ ジ 、 及 び 中 央 の ウ ェ ブ を 形 成 す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ６ 】
横 方 向 に 十 分 な 荷 重 が 負 荷 さ れ た と き に 、 上 記 第 １ の 部 材 の 上 記 第 １ の エ ッ ジ 、 第 ２ の エ
ッ ジ 及 び 中 央 の ウ ェ ブ は 、 上 記 間 隙 が な く な る よ う に 、 上 記 第 ２ の 部 材 の 上 記 第 １ の エ ッ
ジ 、 第 ２ の エ ッ ジ 、 及 び 中 央 の ウ ェ ブ の そ れ ぞ れ に 接 触 す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の コ ン ト ロ ー
ル ア ー ム 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 第 １ の 部 材 及 び 上 記 第 ２ の 部 材 は 、 長 手 方 向 の 荷 重 が 生 じ た と き に 、 相 対 的 に 一 時 的
に 捩 れ る こ と が で き る 、 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
［ 発 明 の 分 野 ］
本 発 明 は 、 一 般 的 に は 、 ホ イ ー ル ハ ウ ジ ン グ に 車 両 の フ レ ー ム 若 し く は 構 造 部 材 を 結 合 す
る リ ン ク 部 材 に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 、 必 要 な と き に 十 分 な た わ み 性 を 供 す る 一 方 で 、 コ ン
ト ロ ー ル ロ ッ ド の 座 屈 の 原 因 と な り う る 負 荷 中 に 適 切 で 増 大 す る 支 持 機 能 を 供 す る 、 独 立
懸 架 方 式 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お け る コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
［ 関 連 技 術 の 説 明 ］
今 日 の 大 部 分 の 車 両 に お い て 、 構 造 的 な 基 礎 台 は 、 従 来 的 な フ レ ー ム 、 若 し く は 単 体 構 造
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（ モ ノ コ ッ ク 構 造 ） の 部 材 で あ る 。 大 部 分 の 他 の 構 成 要 素 は 、 こ の 基 礎 台 に 結 合 さ れ 若 し
く は 取 り 付 け ら れ る 。 単 体 構 造 の 場 合 、 サ ブ フ レ ー ム 部 材 が 、 し ば し ば 追 加 的 な 支 持 及 び
取 り 付 け 位 置 を 供 す る た め に 追 加 さ れ る 。 例 え ば 、 車 輪 は 、 構 造 的 な 基 礎 台 に 可 動 支 持 体
に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。 こ の 車 輪 は 、 ホ イ ー ル ド ラ ム を 介 し て 、 こ の 可 動 支 持 体 に 取 り
付 け る こ と が で き る 。 多 く の 他 の 構 成 要 素 は 、 適 切 な 取 付 構 造 を 使 用 し て 同 様 に 取 り 付 け
ら れ る 。 或 い は 、 こ の 結 合 が 、 フ レ ー ム の 部 材 に 直 接 的 に 接 続 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
走 行 若 し く は 動 作 中 、 車 両 に 種 々 の 力 が 負 荷 さ れ る こ と に な る 。 こ れ ら の 力 の す べ て は 、
最 終 的 に は 、 す べ て の 関 連 部 品 を 介 し て サ ブ フ レ ー ム に 伝 達 さ れ る 。 車 両 の サ ス ペ ン シ ョ
ン シ ス テ ム の 場 合 、 力 は 、 可 動 支 持 部 材 を 介 し て 方 向 付 け ら れ る こ と に な り 、 多 く の 異 な
る 応 力 及 び 荷 重 を 発 生 さ せ る 。 こ れ ら の 力 は 、 フ レ ー ム 若 し く は 車 体 が 、 車 両 の 前 部 及 び
後 部 間 に 延 び る セ ン タ ー ラ イ ン （ 若 し く は 、 中 心 軸 ） を も っ て 略 水 平 な 位 置 と な る 箇 所 と
し て 、 理 解 し や す い 車 両 の 方 向 を 基 準 と し て 言 及 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
車 両 に 発 生 す る 大 部 分 の 通 常 的 な 力 は 、 ホ イ ー ル ハ ウ ジ ン グ の 単 純 な 垂 直 変 位 で あ る 。 か
か る 変 位 は 、 道 路 に お け る 種 々 の 隆 起 や 物 体 に 車 両 が 出 会 う こ と に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る
。 こ れ ら の 隆 起 若 し く は 物 体 は 、 予 測 さ れ る と 共 に 、 車 両 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に よ
っ て 対 処 さ れ な け れ ば な ら な い 。 車 室 に こ の 動 き を 伝 え る こ と は 望 ま し く な い の で 、 種 々
の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 及 び ス プ リ ン グ が 装 着 さ れ 、 こ れ ら の 力 を 処 理 し て い る 。 サ ブ フ レ
ー ム と ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ と の 間 の リ ン ク は 、 こ の 方 向 に 自 由 に 回 動 し 、 す べ て の
垂 直 方 向 の 力 が シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 及 び ス プ リ ン グ に よ っ て 対 処 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
長 手 方 向 の 力 も 、 車 両 が 走 行 す る 際 に ホ イ ー ル ハ ウ ジ ン グ に 負 荷 さ れ る 。 こ の 結 果 、 サ ス
ペ ン シ ョ ン の す べ て の 構 成 要 素 に 種 々 の 力 が 付 与 さ れ る 。 ま た 、 引 っ 張 り 荷 重 は 、 ホ イ ー
ル が 車 両 の 中 心 線 か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ る こ と に よ っ て 力 が ホ イ ー ル に 負 荷 さ れ る
際 に 、 生 じ 、 横 方 向 の 力 （ 横 力 ） は 、 ホ イ ー ル が 車 両 の 中 心 線 に 向 か っ て 押 さ れ て 、 反 対
方 向 に 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
車 両 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お い て 、 構 成 要 素 の す べ て は 、 こ れ ら の 荷 重 の そ れ ぞ れ
を 適 切 に 伝 播 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 荷 重 の 対 処 要 求 は 、 ホ イ ー ル を 取 り 付 け る と い う
基 本 機 能 に 付 加 さ れ る も の で あ り 、 車 両 が 機 能 す る こ と を 可 能 と す る 。 従 っ て 、 シ ス テ ム
の 各 構 成 要 素 は 、 そ の 特 定 の 目 的 の た め に 特 別 に 設 計 さ れ な け れ ば な ら ず 、 且 つ 、 他 の す
べ て の 構 成 要 素 と 協 働 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
独 立 懸 架 方 式 の リ ア サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お い て 、 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ を フ レ
ー ム 若 し く は リ ア ク レ ー ド ル に 結 合 す る 組 立 体 は 、 多 数 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム か ら な る 。
コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 関 連 す る 車 輪 に よ っ て 付 与 さ れ る 上 述 の 荷 重 の す べ て を 吸 収 す る
よ う に 要 求 さ れ る 。 鉛 直 方 向 の 荷 重 は 、 一 若 し く は そ れ 以 上 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム と 協 働
す る ス プ リ ン グ 及 び ／ 又 は シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ に よ っ て 主 に 対 処 さ れ る 。 先 に 提 案 し た よ
う に 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 鉛 直 方 向 で 自 由 に 変 位 で き る よ う に ヒ ン ジ 結 合 さ れ る 。 従
っ て 、 す べ て の 鉛 直 方 向 の 荷 重 は 、 ス プ リ ン グ 又 は シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
車 輪 は 、 上 述 の 如 く 、 多 種 多 様 な 長 手 方 向 、 横 方 向 、 引 っ 張 り 方 向 の 荷 重 を 受 け る 。 車 輪
に 負 荷 さ れ る 力 の 多 種 多 様 な 合 成 が 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 負 荷 さ れ る こ と に な る 。 最 終
的 に は 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 自 体 が 、 車 輪 に 負 荷 さ れ て い る 力 に 起 因 し た 長 手 方 向 、 横 方
向 、 引 っ 張 り 方 向 の 荷 重 を 受 け る こ と に な る 。 車 輪 （ 及 び ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ ） に
負 荷 さ れ る 力 が 、 如 何 な る 力 で あ れ 、 如 何 な る 力 の 合 成 で あ れ ど も 、 各 コ ン ト ロ ー ル ア ー
ム に 負 荷 さ れ る 結 果 と し て の 力 は 、 当 該 構 成 要 素 に よ っ て 適 切 に 対 処 さ れ な け れ ば な ら な
い 。 か く し て 、 各 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 及 び そ の エ ラ ス ト マ ー ブ ッ シ ュ は 、 負 荷 さ れ る 力 を
、 そ の 方 向 に 依 存 し て 、 対 処 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 長 手 方 向 、 横 方 向 、 引 っ 張 り 方 向 で
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コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 負 荷 さ れ る 、 結 果 と し て の 力 が 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム が 達 成 す る 種
々 の 応 答 に つ い て 議 論 さ れ る 力 で あ る こ と を 、 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
引 っ 張 り 荷 重 （ フ レ ー ム か ら 離 れ る 方 向 の 荷 重 ） は 、 典 型 的 に は 、 最 小 で あ り 、 個 別 に 考
慮 さ れ る 必 要 は な く 、 長 手 方 向 、 横 方 向 の 荷 重 が 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 対 す る 最 も 考 慮
す べ き 事 項 で あ る 。 長 手 方 向 の 荷 重 （ コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に ト ル ク を 発 生 さ せ る ） が 負 荷
さ れ て い る 間 、 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク と し て 同 様 に 称 さ れ る リ ア モ ス ト （ 最 も 後 方 ） の コ
ン ト ロ ー ル ア ー ム に お い て 柔 軟 な ね じ れ モ ー ド を 有 す る こ と が 望 ま し い 。 換 言 す る と 、 長
手 方 向 の 荷 重 下 で の 剛 な 反 発 は 、 こ の 力 が 乗 員 に よ っ て 体 感 さ れ て し ま う の で 、 望 ま し く
な い 。 逆 に 、 横 方 向 の 荷 重 （ 圧 縮 荷 重 ） （ フ レ ー ム に コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 付 勢 す る ） は
、 非 常 に 大 き く 、 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク を 座 屈 さ せ う る 。 こ の こ と が 、 長 手 方 向 に お い て
適 切 に た わ み 性 を 有 し 、 且 つ 、 横 方 向 に 十 分 な 強 度 を 有 す る サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク を 設 計
す る こ と を 困 難 化 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
走 行 中 の 車 両 に よ っ て 負 荷 さ れ る 長 手 方 向 の 力 を 対 処 す る 、 多 種 多 様 な サ ス ペ ン シ ョ ン シ
ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 １ ９ ９ ６ 年 ３ 月 ２ ０ 日 に Ｋ ｕ ｓ ａ ｍ ａ 他 に 発 行 さ れ た
米 国 特 許 第 ５ ， ６ ６ ２ ， ３ ４ ８ 号 は 、 大 部 分 の 長 手 方 向 の 応 力 に 晒 さ れ る コ ン ト ロ ー ル ア
ー ム の 部 位 が 、 各 端 部 で 曲 げ ら れ 、 よ り 剛 な フ レ ー ム を 付 与 す る 、 一 部 材 に よ る サ ス ペ ン
シ ョ ン ア ー ム を 開 示 す る 。 Ｋ ｕ ｓ ａ ｍ ａ 他 は 、 よ り 少 な い 材 料 を 使 用 し て 、 サ ス ペ ン シ ョ
ン ア ー ム を 軽 量 化 し つ つ 、 長 手 方 向 の 力 に 十 分 な 抗 力 を 付 与 し て い る 。 更 に 、 Ｋ ｕ ｓ ａ ｍ
ａ 他 は 、 負 荷 さ れ る 比 較 的 大 き い 横 方 向 の 荷 重 に つ い て 言 及 し て い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
か く し て 、 高 い 横 方 向 の 荷 重 に 対 し て 適 切 な 支 持 を 供 し つ つ 柔 軟 な ね じ れ モ ー ド を 有 し た
コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 提 供 す る 必 要 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 発 明 の 概 要 ］
本 発 明 は 、 特 に 独 立 懸 架 方 式 の リ ア サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お け る 、 サ ス ペ ン シ ョ ン リ
ン ク 用 の ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 提 供 す る 。 本 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 フ ロ ン
ト 及 び リ ア の 独 立 懸 架 方 式 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム の 双 方 に お け る 他 の コ ン ト ロ ー ル ア
ー ム 位 置 に お い て も 適 用 可 能 で あ る 。 好 ま し い 実 施 例 で は 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 各 ピ ー
ス は 、 略 Ｗ 字 形 の 断 面 を 大 部 分 の 長 さ に わ た り 有 す る 。 他 の 断 面 形 状 も 、 同 一 の 結 果 を 得
る よ う に 付 与 さ れ て よ い 。 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 各 ピ ー ス の 端 部 は 、 相 互 に メ ー ル ／ フ ィ
ー メ ー ル の 関 係 で 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 圧 縮 可 能 な ブ ッ シ ュ 及 び 管 状 の イ ン サ
ー ト が こ れ ら の 各 端 部 に 設 け ら れ 、 こ れ ら を 固 定 距 離 で 離 間 し た 状 態 に 維 持 す る こ と に よ
り 、 ２ つ の ピ ー ス の そ れ ぞ れ の エ ッ ジ 間 に 、 発 達 し た ギ ャ ッ プ （ デ ィ ベ ロ ッ プ ド ・ ギ ャ ッ
プ ） を 形 成 す る よ う に す る 。 第 ２ の ピ ー ス の 管 状 端 部 は 、 第 １ の ピ ー ス の 管 状 端 部 上 に ス
ラ イ ド 嵌 合 さ れ る 。 双 方 は 、 そ の 後 膨 張 し 、 相 互 に ロ ッ ク さ れ る 。 ２ つ の 端 部 間 の 摩 擦 に
よ る 係 合 に よ っ て 、 ２ つ の ピ ー ス を 相 互 に ロ ッ ク し つ つ 、 離 間 状 態 に さ せ る 。 サ ス ペ ン シ
ョ ン リ ン ク に よ り 高 い レ ベ ル の 荷 重 が 負 荷 さ れ る 際 、 車 両 の 動 作 中 に ２ つ の ピ ー ス は 曲 が
り 始 め て 互 い に 変 位 す る 。 荷 重 が な く な っ た と き 、 金 属 の 弾 性 に よ っ て 、 ２ つ の ピ ー ス は
元 の 位 置 に 復 帰 し 、 ギ ャ ッ プ を 再 び 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
使 用 時 、 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 発 生 す る 応 力 の 種 類 に 依 存 し て 、 異 な る 態
様 で 応 答 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 当 該 部 品 は 、 あ る 応 力 に 対 し て は 比 較 的 “ 強 い
” 特 性 を 有 す る 一 方 で 、 他 の 応 力 に 対 し て は 比 較 的 柔 軟 な 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 長 手 方 向 の （ コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に ト ル ク を 発 生 さ せ
る ） 負 荷 の 間 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 各 ピ ー ス は 、 離 間 し た 状 態 を 維 持 し 、 負 荷 さ れ る 応
力 に 応 じ て 、 独 立 的 に 捩 じ れ 若 し く は 変 位 す る 。 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 横 方
向 の 負 荷 の 間 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 各 ピ ー ス は 、 相 互 に 向 か う よ う に 圧 縮 変 形 し 、 横 方
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向 の 荷 重 が 十 分 に 大 き く な る と 、 互 い に 接 触 す る 。 か か る 接 触 は 、 中 間 の 平 ら な 部 位 と 共
に 各 エ ッ ジ に も 生 じ る 。 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム が 一 体 と な る の で 、 コ ン ト ロ ー
ル ア ー ム 全 体 と し て は 、 実 質 的 に 強 度 を 増 し 、 非 常 に 大 き な 横 方 向 の 荷 重 に 耐 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 適 切 な レ ベ ル の 支 持 機 能 を も っ て ３ 方 向 す べ て
の 入 力 を 対 処 す る こ と が で き る 一 方 で 、 最 も 過 酷 な 横 方 向 の 入 力 中 に ２ 倍 以 上 の 板 厚 の ワ
ン ピ ー ス の 打 ち 抜 き 加 工 品 よ り も 大 き な 支 持 機 能 を 供 す る 点 で 、 有 用 で あ る 。 こ れ に よ っ
て 、 よ り 少 な い 材 料 で コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 製 造 す る こ と が 可 能 と な り 、 相 当 な コ ス ト 低
減 を 図 る こ と が で き る 。 更 に 、 使 用 さ れ る 資 材 は 、 相 当 に 薄 く す る こ と が で き 、 よ り 安 価
な 資 材 を 購 入 し 利 用 す る こ と が で き る 。 よ り 薄 い 材 料 の 使 用 は 、 資 材 か ら 各 ピ ー ス を 打 ち
抜 く の に 要 す る 労 力 を 低 減 す る 点 で 、 製 造 負 担 を 除 去 す る 。 こ れ ら の 低 減 に も 拘 ら ず 、 よ
り 強 度 の あ る よ り 適 切 な コ ン ト ロ ー ル ア ー ム が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
例 え ば 、 従 来 的 な ワ ン ピ ー ス の サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク コ ン ト ロ ー ル ア ー ム は 、 管 状 の 資 材
か ら 形 成 さ れ る 。 管 状 の 資 材 は 、 一 般 的 に は 、 同 一 の 材 料 の シ ー ト 材 若 し く は ブ ラ ン ク 材
に 比 し て ２ 倍 か ら ２ 倍 半 高 価 で あ る 。 本 工 程 で は 、 単 一 の プ レ ス ス ト ロ ー ク に よ り 、 コ ン
ト ロ ー ル ア ー ム の 両 ピ ー ス が 形 成 さ れ る 。 逆 に 、 管 状 の 資 材 は 、 曲 げ 加 工 及 び 形 状 だ し が
必 要 と な る 。 種 々 の 取 付 機 構 が 、 こ れ に 結 合 さ れ な け れ ば な ら な い 。 管 状 の 資 材 を 曲 げ 加
工 及 び 形 状 だ し す る こ と が 困 難 で あ り 、 時 間 が か か り 高 コ ス ト で あ る こ と は 、 重 大 な 課 題
で あ る 。 結 果 と し て 、 材 料 の 価 格 及 び 製 造 コ ス ト を 考 慮 す る 場 合 に 、 従 来 的 な コ ン ト ロ ー
ル ア ー ム は 、 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 比 し て ３ 倍 も の コ ス ト が か か る と 共 に 、
効 果 的 に 機 能 し な い だ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 増 大 す る 横 方 向 の 力 が 負 荷 さ れ る 際 に 強 度 が 増 す ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ
ー ル ア ー ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 長 手 方 向 の 力 が 負 荷 さ れ る 際 に 柔 軟 な ね じ れ モ ー ド を 有 す る ツ ー ピ
ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 更 な る 他 の 目 的 は 、 十 分 な 横 方 向 の 力 が 負 荷 さ れ 相 互 に 接 触 す る ま で は ツ ー ピ ー
ス が 独 立 に 機 能 す る 、 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 更 な る 他 の 目 的 は 、 横 方 向 の 力 が コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 負 荷 さ れ る 際 に 強 度 を 増
す と 共 に 、 長 手 方 向 の 力 が コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に 負 荷 さ れ る 際 に 柔 軟 な ね じ れ モ ー ド を 呈
す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 利 用 し た 、 リ ア サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お け る
サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 好 ま し い 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 ］
図 １ を 参 照 す る に 、 本 発 明 の ツ ー ピ ー ス （ ２ 部 材 構 成 ） の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ が 、 独
立 懸 架 方 式 の リ ア サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム ８ の 構 成 で 示 さ れ て い る 。 リ ア ク レ ー ド ル １ ０
は 、 車 両 の フ レ ー ム の 部 位 を 形 成 す る 。 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 ブ レ ー キ 装 置
及 び 車 輪 を 支 持 す る 。 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 リ ア ク レ ー ド ル １ ０ に 取 り 付 け
ら れ 、 リ ア ア ク ス ル ラ イ ン １ ６ に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ る 。 図 示 の よ う に 、 ３ つ の コ ン ト ロ
ー ル ア ー ム 、 即 ち 、 リ ア コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ （ サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ ） 、 ア ッ パ
ー コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ２ 及 び フ ロ ン ト コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ３ は 、 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ
ジ ン グ １ ２ を リ ア ク レ ー ド ル １ ０ に 接 続 す る 。 ス プ リ ン グ １ ４ 及 び シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ （
図 示 せ ず ） は 、 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 垂 直 変 位 を 吸 収 す る た め フ ロ ン ト コ ン ト
ロ ー ル ア ー ム ２ ３ に 結 合 す る が 、 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ 及 び ア ッ パ ー コ ン ト ロ ー ル ア
ー ム ２ ２ は 、 こ の 方 向 に 回 動 自 在 で あ る 。 車 両 の 前 部 （ フ ロ ン ト ） は 、 図 示 の 通 り で あ る
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。 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ は 、 図 示 さ れ る ３ つ の 異 な る 力 を 対 処 す る よ う に 設 計 さ れ な
け れ ば な ら な い 。 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 車 両 の 中 心 線 に 沿 っ た （ リ ア ク レ ー ド
ル １ ０ を 基 準 と し た ） 移 動 は 、 矢 印 Ｌ に よ っ て 図 示 さ れ る 長 手 方 向 の 力 を 生 む 。 ホ イ ー ル
ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 車 両 の 中 心 線 か ら 離 れ る 移 動 は 、 矢 印 Ｔ ｅ に よ っ て 図 示 さ れ る 引
っ 張 り 方 向 の 荷 重 を 生 む 。 ま た 、 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 車 両 の 中 心 線 に 向 か う
移 動 は 、 矢 印 Ｔ に よ っ て 図 示 さ れ る 横 方 向 の 力 を 生 む 。 一 般 的 に 、 長 手 方 向 、 横 方 向 、 及
び 引 っ 張 り 方 向 の 力 は 、 過 多 の 外 部 フ ァ ク タ ー に 起 因 し た 多 様 な 結 合 で 、 ホ イ ー ル ド ラ ム
ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 負 荷 さ れ る こ と に な る 。 こ れ ら の 力 が 負 荷 さ れ る と 、 ホ イ ー ル ド ラ ム ハ
ウ ジ ン グ １ ２ に 、 リ ア ク レ ー ド ル １ ０ を 基 準 と し た 変 位 が 引 き 起 こ さ れ る 。 こ の 変 位 は 、
サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ を 含 む す べ て の 構 成 要 素 に 力 を 負 荷 す る 。 こ の よ う に し て 、 コ
ン ト ロ ー ル リ ン ク ２ ０ は 、 リ ア ク レ ー ド ル １ ０ を 基 準 と し た ホ イ ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １
２ の 変 位 に 起 因 し て 、 長 手 方 向 、 横 方 向 、 及 び 引 っ 張 り 方 向 の 力 を 独 立 的 に 受 け る 。 ホ イ
ー ル ド ラ ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 負 荷 さ れ る 力 の 大 き さ 及 び 方 向 に 拘 わ ら ず 、 こ こ で 対 象 と な
る の は 、 結 果 と し て サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ に 負 荷 さ れ る 力 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 示 の よ う に 、 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ は 、 ツ ー ピ ー ス 構 造 を 利 用 し た 簡 易 な コ ン ト ロ
ー ル ア ー ム で あ る 。 サ ス ペ ン シ ョ ン リ ン ク ２ ０ は 、 こ の 構 成 か ら 大 部 分 の 恩 恵 を 受 け る 、
と い う の は 、 長 手 方 向 の 負 荷 を 受 け た と き 柔 軟 な ね じ り モ ー ド を 有 す べ き で あ る 一 方 で 、
横 方 向 の 負 荷 の 下 で は 非 常 の 剛 で あ り 且 つ 構 造 的 に 堅 固 で あ る べ き で あ る た め で あ る 。 更
に 、 ア ッ パ ー コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ２ は 、 図 中 で は 単 に 管 状 の 部 材 と し て 示 さ れ て い る が
、 ツ ー ピ ー ス 構 造 を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ア ッ パ ー コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ２ に 対 し
て ツ ー ピ ー ス 構 造 を 利 用 す る こ と は 、 十 分 安 価 な 故 に 効 果 的 で あ る だ ろ う 。 最 後 に 、 多 く
の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム は 、 ３ つ 以 上 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 利 用 し 、 追 加 の ツ ー ピ ー
ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム を 使 用 す る こ と が で き る 。 一 般 的 に 、 フ ロ ン ト コ ン ト ロ ー ル ア ー
ム ２ ３ は 、 非 常 に 剛 の ま ま で あ り 、 非 常 に 厚 み の あ る ワ ン ピ ー ス の 部 材 で あ る だ ろ う 。 こ
れ は 、 フ ロ ン ト コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ３ は 、 使 用 す る シ ョ ッ ク 若 し く は サ ス ペ ン シ ョ ン を
支 持 す る た め に 、 非 常 に 剛 性 が あ り 且 つ 強 度 を 有 し て い る 必 要 が あ る た め で あ る 。 こ の よ
う に し て 、 こ れ は 、 残 り の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム よ り も 重 量 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ を 参 照 す る に 、 ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ が 、 細 長 い 第 １ の コ ン ト ロ ー ル
ア ー ム ２ ４ と 略 同 様 の 細 長 い 第 ２ の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ６ と を 有 し て 、 示 さ れ て い る 。
各 部 材 ２ ４ ， ２ ６ は 、 円 形 の 端 部 断 面 ３ ６ で 終 端 す る 。 部 材 ２ ４ ， ２ ６ は 、 第 １ の ブ ッ シ
ュ ２ ８ 及 び 第 ２ の ブ ッ シ ュ ３ ０ で 相 互 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ を 参 照 す る に 、 第 ２ の ブ ッ シ ュ ３ ０ が ラ イ ン ３ － ３ で 切 ら れ た 断 面 で 示 さ れ て い る 。
内 側 の シ リ ン ダ ３ １ は 、 第 １ の 部 材 ２ ４ 及 び 第 ２ の 部 材 ２ ６ に 挿 通 さ れ る 。 圧 縮 可 能 な 部
材 ３ ８ は 、 内 側 の シ リ ン ダ ３ １ を 包 囲 し 、 ゴ ム の よ う な 適 切 な 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。 第
１ の 部 材 ２ ４ の 管 状 の 内 側 の シ ェ ル ４ ６ （ 以 下 、 「 管 状 イ ン ナ シ ェ ル ４ ６ 」 と い う ） は 、
圧 縮 可 能 な 部 位 ３ ８ を 包 囲 す る 。 第 ２ の 部 材 ２ ６ の 管 状 の 外 側 の シ ェ ル ４ ８ （ 以 下 、 「 管
状 ア ウ タ シ ェ ル ４ ８ 」 と い う ） は 、 管 状 イ ン ナ シ ェ ル ４ ６ を 包 囲 す る 。 管 状 イ ン ナ シ ェ ル
４ ６ は 、 外 方 向 に 反 り 返 さ れ 、 管 状 イ ン ナ シ ェ ル ４ ６ 及 び 管 状 ア ウ タ シ ェ ル ４ ８ が 確 実 に
当 接 し あ い 、 効 果 的 に 互 い を ロ ッ ク す る よ う に す る 。 図 ２ を 参 照 す る に 、 部 材 ２ ４ ， ２ ６
は 、 相 互 に 対 し て 離 間 し て お り 、 発 達 し た ギ ャ ッ プ ３ ２ が 残 存 す る 。 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム
２ ０ に 負 荷 さ れ る 横 方 向 の 力 は 、 部 材 ２ ４ ， ２ ６ を 僅 か に 曲 げ 、 そ れ ら が 相 互 に 向 か っ て
変 位 す る と 共 に 当 接 す る こ と を 可 能 と し て 、 発 達 し た ギ ャ ッ プ ３ ２ を 小 さ く し 若 し く は な
く す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ は 、 図 ２ の ラ イ ン ４ － ４ に よ る 断 面 図 で あ り 、 第 １ の 部 材 ２ ４ 及 び 第 ２ の 部 材 ２ ６ の
そ れ ぞ れ が 、 図 示 す る 好 ま し い 実 施 例 に お け る 略 Ｗ 字 形 の 断 面 を 如 何 に し て 有 す る か を 示
す 。 他 の 断 面 形 状 も 、 同 一 の 結 果 を 達 成 す る よ う に 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る 。 各 部 材 ２
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４ ， ２ ６ は 、 第 １ の エ ッ ジ ４ ０ 及 び 第 ２ の エ ッ ジ ４ ２ で 終 端 し 、 そ れ ら の 間 に は 中 央 の ウ
ェ ブ ４ ４ が 中 間 に 形 成 さ れ て い る 。 ブ ッ シ ュ ２ ８ ， ３ ０ は 、 第 １ の 部 材 ２ ４ 及 び 第 ２ の 部
材 ２ ６ を 図 ４ に 示 す よ う な 実 質 的 に 離 間 し た 状 態 に 維 持 し 、 各 部 材 ２ ４ ， ２ ６ の 第 １ の エ
ッ ジ ４ ０ 、 第 ２ の エ ッ ジ ４ ２ 及 び 中 央 の ウ ェ ブ ４ ４ の 各 々 が 通 常 時 に 相 互 に 接 触 し な い よ
う に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ は 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ の 上 部 斜 視 図 を 示 す 。 図 か ら わ か る よ う に 、 第 １ の 部 材
２ ４ は 、 各 端 部 ３ ６ か ら 突 出 す る 管 状 イ ン ナ シ ェ ル ４ ６ を 有 す る 。 対 応 し て 、 第 ２ の 部 材
２ ６ は 、 円 形 の 部 位 ３ ６ 内 で 各 端 部 に 位 置 す る 管 状 ア ウ タ シ ェ ル ４ ８ を 有 す る 。 管 状 イ ン
ナ シ ェ ル ４ ６ は 、 管 状 ア ウ タ シ ェ ル ４ ８ 内 に 緊 密 に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 管 状 イ ン
ナ シ ェ ル ４ ６ は 、 こ の よ う に し て 一 度 配 置 さ れ る と 、 当 該 位 置 に 管 状 イ ン ナ シ ェ ル ４ ６ 及
び 管 状 ア ウ タ シ ェ ル ４ ８ を 相 互 に ロ ッ ク す る た め に 、 反 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ６ は 、 力 が 一 切 負 荷 さ れ て い な い 状 態 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ の 断 面 図 を 示 す 。 図 示
の よ う に 、 第 １ の 部 材 ２ ４ は 、 発 達 し た ギ ャ ッ プ ３ ２ を も っ て 最 大 限 に 第 ２ の 部 材 ２ ６ か
ら 離 間 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 第 １ の エ ッ ジ ４ ０ 、 第 ２ の エ ッ ジ ４ ２ 及 び 接 触 領 域 ４ ４
は 、 第 １ の 部 材 ２ ４ と 第 ２ の 部 材 ２ ６ 間 に お け る そ れ ら の 相 手 部 位 に そ れ ぞ れ 接 触 し て い
な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ７ は 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ に 時 計 回 り の ト ル ク を 発 生 さ せ る 長 手 方 向 の 力 が 負 荷 さ
れ た と き の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ を 示 す 。 図 示 の よ う に 、 第 １ の 部 材 ２ ４ 及 び 第 ２ の 部
材 ２ ６ は 、 相 互 に 独 立 し て 回 転 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 長 手 方 向 の 力 を 吸 収 す る 。
第 １ の 部 材 ２ ４ は 、 第 ２ の 部 材 ２ ６ か ら 依 然 と し て 離 間 し て い る の で 、 柔 軟 な ね じ り モ ー
ド が 付 与 さ れ 、 こ れ に よ り 、 サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム に お け る 十 分 な た わ み 性 を 可 能 と す
る 。 図 ８ は 、 長 手 方 向 の 力 が 反 時 計 回 り に 負 荷 さ れ た コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ を 簡 易 的 に
示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ は 、 横 方 向 の 力 を 受 け て い る 。 初 期 的 に は 、
圧 縮 可 能 な 部 材 ３ ８ が こ れ ら の 力 を 吸 収 す る 。 こ れ ら の 力 が 増 大 す る と 、 横 方 向 の 力 が 部
材 ２ ４ ， ２ ６ を 座 屈 さ せ る ほ ど の 大 き さ 、 よ り 正 確 に は 曲 げ る ほ ど の 大 き さ と な っ た 際 に
、 第 １ の 部 材 ２ ４ は 、 第 ２ の 部 材 ２ ６ に 向 か っ て 変 位 す る こ と に な る 。 第 １ の 部 材 ２ ４ 及
び 第 ２ の 部 材 ２ ６ の 第 １ の エ ッ ジ ４ ０ 、 第 ２ の エ ッ ジ ４ ２ 及 び 中 央 の ウ ェ ブ ４ ４ の 各 々 は
、 相 互 に 向 か っ て 変 位 す る 。 十 分 な 横 方 向 の 力 が 負 荷 さ れ た と き 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、
第 １ の エ ッ ジ ４ ０ 、 第 ２ の エ ッ ジ ４ ２ 及 び 中 央 の ウ ェ ブ ４ ４ は 、 相 互 に 当 接 す る こ と に な
る 。 こ れ に よ り 、 第 １ の 部 材 ２ ４ 及 び 第 ２ の 部 材 ２ ６ が 一 体 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ を
形 成 す る こ と に な り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ の 強 度 が 、 第 １ の 部 材
２ ４ 若 し く は 第 ２ の 部 材 ２ ６ 単 体 よ り も 実 質 的 に 増 大 し 、 コ ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ２ が 破 壊
す る こ と が 防 止 さ れ る 。 横 方 向 の 荷 重 が な く な る と 、 部 材 ２ ４ ， ２ ６ の 弾 性 に よ っ て 、 コ
ン ト ロ ー ル ア ー ム ２ ０ は 、 元 の 形 状 に 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 は 、 そ の 精 神 及 び 中 心 的 な 特 質 を 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 特 別 な
構 成 で 具 現 化 さ れ て よ い こ と を 、 更 に 認 識 す る だ ろ う 。 本 発 明 の 上 記 説 明 に お い て は 、 例
示 的 な 実 施 形 態 の み が 開 示 さ れ て い る が 、 他 の 異 形 態 が 本 発 明 の 精 神 の 範 囲 内 で 推 考 さ れ
る こ と を 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 詳 細 に 説 明 さ れ た 特 定 の 実 施 形 態 に
限 定 さ れ る こ と は な い 。 む し ろ 、 参 照 は 、 本 発 明 の 精 神 及 び 内 容 の 示 す も の と し て 掲 げ た
請 求 の 範 囲 に 対 し て な さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
複 数 の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム に よ っ て ホ イ ー ル ド ラ ム （ 若 し く は 、 デ ィ ス ク ） ハ ウ ジ ン グ が
取 り 付 け ら れ た リ ア ク レ ー ド ル の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】
本 発 明 の ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 側 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
ラ イ ン ３ － ３ に 関 す る コ ン ト ロ ー ル ア ー ム 内 の ブ ッ シ ュ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 の ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 上 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
無 負 荷 状 態 に お け る 、 ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】
時 計 回 り 方 向 の ね じ れ 状 態 に お け る 、 ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア
ー ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
反 時 計 回 り 方 向 の ね じ れ 状 態 に お け る 、 ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル
ア ー ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
増 大 し た 横 方 向 の 負 荷 状 態 に お け る 、 ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア
ー ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
横 方 向 の 高 負 荷 状 態 に お け る 、 ラ イ ン ４ － ４ に 関 す る ツ ー ピ ー ス の コ ン ト ロ ー ル ア ー ム の
断 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-533355 A 2004.11.4



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-533355 A 2004.11.4



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-533355 A 2004.11.4



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(AT,BE,
CH,CY,DE,DK,ES,FI,FR,GB,GR,IE,IT,LU,MC,NL,PT,SE,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG)
,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BY,CA,CH,CN,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EE,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IN,
IS,JP,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,NO,NZ,PL,PT,RO,RU,SD,SE,SG,SI,SK,SL,TJ,T
M,TR,TT,TZ,UA,UG,UZ,VN,YU,ZW

(72)発明者  ズィアドーツ，ローレンス　エム
            アメリカ合衆国　ミシガン州　４８３８１　ミルフォー　マンダリー・ドライヴ　８８３
(72)発明者  ピオンク，ラルフ
            アメリカ合衆国　ミシガン州　４８３３６　ファーミントン・ヒルズ　ウエスト・ブランドン　２
            ２１４８
Ｆターム(参考) 3D001 AA17  AA18  BA38  DA04 

(28) JP 2004-533355 A 2004.11.4


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

